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１．単元名 人物のようすや気もちに気をつけて読もう

「名前を見てちょうだい」 ２年 東京書籍

２．めざす子どもの姿

(1)この単元で身につけさせたい言語の力

２年生の子どもたちは、不思議な空想の世界の中で思いを広げるということが好きである。その雰

囲気の中に十分ひたることができる一方で、文章の表現や内容などに注意して読み取るということに

ついては難しい面もある。しかし、かといって内容に対して「どうしてこうなったのか」などの分析

的な視点で読むのはファンタジーを題材にしたこの教材のよさをこわしてしまう恐れがある。それよ

りも、ファンタジーの世界を楽しみながら各場面において主人公に共感させることにより、作品にひ

たらせる中で読み取っていくことが大切である。そこで、主人公である「えっちゃん」の気持ちを書

き込む「えっちゃんカード」を使い、場面ごとにえっちゃんの気持ちを読み取りながらいろいろなえ

っちゃんを見つけるという課題に取り組むことで、文章の細かいところにまで気を付けて読むという

ことの大切さ、多様な読みをするおもしろさを味わわせたい。またその学習を生かして「えっちゃん」

が出てくる作品を並行読書することによって、目的を持って読書をすることのおもしろさを経験させ

たい。そしてその経験を、教材の読みにも活かしていきたい。

(2)身につけさせたい言語の力に関する子どもの実態

文学的文章を読むことについては、まず４月の「かくれんぼ」において話の順序をつかむことを学

習した。音読を重ねたり、ペープサートを使っての活動を楽しみながら作品の世界に浸ることができ

た。次に６月の「お手紙」の学習では、初めて「場面」について知り、場面ごとの読みとりを行った。

児童は登場人物それぞれに愛着を持ち、各場面それぞれにおいて「がまくんとかえるくんの好きなと

ころ」に着目して読みとりを進めることができた。また劇化を大変喜び、学習を終えてからも「劇を

やりたい」というほどであった。

話すことについては、積極的に手を挙げ何度でも発言したがる子が多い一方で、自分からは手を挙

げてなかなか発表しようとしない子もいる。しかし、全員に発言を求める場面では何かしらの発言を

することができるため、ここはというところではノートなどにまず発表する内容を書かせ、一人ひと

り順に発表させたり、隣同士で話させた上でおすすめの相手を紹介させたりするなどできるだけたく

さんの児童が発言できる機会を持とうと取り組んできた。話し方については、ある程度形はできてき

ているが、声の大きさなどは個人差が大きい。

聞くことについては、声をかけた時には気を付けられるが、特に「話は最後まで静かに聞く」につ

いてはなかなか持続できない。朝の会でのスピーチなど、国語科だけではなく様々な場面において身

につけられるよう指導している一方で、特に聞かせたいという時に聞き方のポイントを示した掲示を

行うなどしている。しかし、静かにする、手を止めるなどの行為をするだけで聞いたつもりになって

いて、話の内容を正しく聞き取れない児童が多い。そこで話のあとで内容について聞き返したり、整

理したりして話の内容を聞けているか振り返る機会を多く設けている。

書くことについては、普段から一時間の学習の後に簡単な感想をまとめる活動を意図的に取り入れ

ることで抵抗はなくなってきている。しかし、友達の発言を聞きながら自分なりに感想をまとめられ

る子もいる一方で、いつも同じような表現になってしまう子もいる。またたくさん書くという活動に

ついてはなかなか集中が持続できない子もいる。子どもが書いたものを交流することでモデルを示し

たりすることで書くことに抵抗を持ちがちな児童も意欲的に取り組めるように支援している。

３．題材の特質と指導の工夫

第１、２学年の「読むこと」の目標には、「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付いたり、

想像を広げたりしながら読む能力を身に付けさせる」ということが上げられている。本単元の教材文

「名前を見てちょうだい」は、場面ごとに場所や主人公が出会う登場人物が変わるので場面の順序や



様子がつかみやすい。また、ファンタジーを題材とした教材であるため、その空想の世界を楽しみな

がら想像をふくらませることで、多様な読みが生まれるであろう。また、各場面ごとの読みとりの学

習の終わりに、いろいろなえっちゃんを見つけてそれを伝え合う活動を取り入れることによって、学

びの足跡を残していけるようにしたい。読書については「楽しんで読書しようとする」ということと

「楽しんだり知識を得たりするために、本や文章を選んで読む」ということが上げられているが、え

っちゃんが出てくる他の作品をたくさん読むことで、「名前を見てちょうだい」においてのえっちゃん

の人柄や気持ちをより深く読み取る手がかりとできるであろう。

【質の高い言語活動を通して】

読み取ったえっちゃんの気持ちを書き込むのに、短冊状の「えっちゃんカード」を使う。「えっちゃ

んカード」を書きため、シートに整理して残していく。できるだけたくさんのえっちゃんの気持ちを

見つけることでより意欲的に学習を行えるのではないかと考える。それと同時にたくさん書くことに

抵抗がある子も、一枚一枚書いたという達成感を持ち、自分のペースで書いてけるであろう。また、

場面の様子や心情をより想像豊かにつかませるために、動作化や音読など体験的な活動を積極的に取

り入れる。そして各場面で読み取ったことを生かしてお互いが見つけたいろいろなえっちゃんを伝え

合うことで、物語の多様な読み、そしてそれを共有し合うことの楽しさを共有できればと考える。

【学校図書館機能を生かして】

単元に入る前からえっちゃんが出てくる作品を含めて同じ作者の本を用意しておき、自然な形で

ふれあえるようにした。また学校図書館の支援員さんによるブックトークや朝の読書タイムで読み聞

かせを行い、興味が持てるようにした。

あまんきみこの作品は多いが、えっちゃんが出てくる作品はそれほど多くない。しかし、作品数が

限られている分、同じ作品を読んだ子どうしが読書経験を共有することができ、互いに読み取ったこ

とを紹介し合うことでまた違ったおもしろさを味わうことができるのではないだろうか。また、次に

読んでみたいと思う本も絞りやすく、より目的意識を持って読書に臨めるのではと考えている。

４．評価規準

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識･理解･技能

・ えっちゃんの行動や気持ちに ・場面の様子に気を付けなが ・場面を意識して、登場人物の気

興味を持ち、進んでいろいろな ら、えっちゃんの行動や気持ち 持ちや心情が表れているところを

えっちゃんを見つけたり、えっ を想像豊かに読み取っている。 書き抜いている。

ちゃんについて書いた作品を読 ・えっちゃんが出てくる作品を読

んだりしようとしている。 み、そのおもしろさを紹介してい

る。



５．単元計画(全１５時間)（本時１０／１５時間）

【単元目標】

・場面に気を付けて、人物の様子や気持ちを読み取ることができる。

・「えっちゃん」が出てくる他の作品に親しみ、そのおもしろさを友達に紹介する。

次 時間 指導内容 主な学習活動

一 ３ ○学習の見通しを持つ。 ・出てくる人物や様子を確かめながら場面を

分けてあらすじをつかむ。

・初発の感想を書き、交流する。

二 ８ ○場面ごとに、えっちゃんの気 え ① P ６～７まででえっちゃんの気持ちを読み

持ちを読み取り、見つけたえっ っ 取り、ぼうしをもらってうれしいえっちゃん

ちゃんを伝え合う。 ち の気持ちについて伝え合う。

・場面を通読し、えっちゃんの ゃ ② P ８～１１の９行目までのえっちゃんの気

気持ちがよくわかるところと、 ん 持ちをえっちゃんカードに書き込む。

見つけた気持ちをえっちゃんカ が ③ P ８～９の８行目までで、えっちゃんカー

ードに書く。 出 ドをもとに自分のぼうしを見つけようと一生

・見つけたえっちゃんの気持ち る けんめいなえっちゃんの気持ちについて伝え

を、動作化や音読で確かめる。 作 合う。

・学習で見つけたいろいろなえ 品 ④ P ９の９行目～ P １１の８行目までで、え

っちゃんを発表させ、まとめる。 の っちゃんカードをもとに自分のぼうしを見つ

並 けようと一生懸命なえっちゃんの気持ちにつ

行 いて伝え合う。

読 ⑤ P １１の９行目～ P １６までのえっちゃん

書 の気持ちをえっちゃんカードに書き込む。

⑥Ｐ１１の 9行目～Ｐ１４の１０行目までで、

えっちゃんカードをもとに、一人になっても

大男に負けない勇気のあるえっちゃんの気持

ちについて伝え合う。

⑦ P １４の１１行目～Ｐ１６の９行目まで

で、えっちゃんカードをもとに大男からぼう

しを取り返した強いえっちゃんの気持ちにつ

いて伝え合う （本時 7／８）

○「名前を見てちょうだい」で ・最後の場面を読み、作品全体を通して好き

見つけたえっちゃんをまとめる。 なところを音読などで紹介し合う。

三 ４ ○えっちゃんが出てくる他の作 ・えっちゃんが出てくる他の作品を読み、お

品を読み、友達と紹介し合う。 もしろかったところやいろいろなえっちゃん

を見つける。

・クラスの友達に自分の気に入ったえっちゃ

んが出てくる作品を紹介しあい、学習をふり

かえる。



６．本時の目標

・Ｐ１４の１１行目からＰ１６の９行目までの場面について、えっちゃんの気持ちを読み取り、見つ

けたいろいろなえっちゃんについて交流し合う。

７．本時の展開

学習活動 指導のポイント(教師の支援･予想される児童の反応) 評価、評価方法

１，本時の学習のめあてを ○前時の終わりに書いたふりかえりを紹介

確認する。 する。

めあて「いろいろなえっち

ゃんを見つけよう」

２，学習する場所を通読し、 ○学習する場所を確かめて、全員で一斉に 【話】自分が見つけ

見つけた気持ちを発表する。 読む。 た気持ちを、わかり

①１５ページ最後まで ○手がかりとなる言葉から見つけた気持ち やすく伝えている。

②１６ページ９行目まで が伝わるように、お面を使った動作化を取 （発言、動作化）

り入れる。

○前に書いておいたえっちゃんカードをも

とに、指名していろいろな子の声が引き出

せるようにする。

・絶対ぼうしをとりもどす。

・大切なぼうしを食べるなんて許さない。

３，今日の場めんで、いろ ○どのことばでそう思ったかを発言させ、 【読】読み取ったこ

いろなえっちゃんを見つけ ３で行った板書を確かめながら、いろいろ とをもとに、いろい

よう。 なえっちゃんを見つける。 ろなえっちゃんを見

・ふしぎなえっちゃん つけることができる。

・かっこいいえっちゃん （発言、ワークシー

・強いえっちゃん ト）

○一人ひとりの読みを共有し合えるよう

４，学習のふりかえりをす に、発言した子以外の子の考えが表れるよ

る。 うにハンドサインや指名を行う。



◎考察

【【【【質質質質のののの高高高高いいいい言語活動言語活動言語活動言語活動をををを通通通通してしてしてして】】】】

どの子も意欲的に伝え合う活動に入れるようにと今回はえっちゃんカードに書く活動を全体で読み

合う学習の前に取り入れた。そのことにより一人ひとりが自信を持って読み取る活動に臨めたが、本

時の目標と照らし合わせてみると、ただ見つけたえっちゃんについてそれぞれの子どもが発表し合う

ことに活動の重きが置かれてしまい、文章の表現一つひとつについて立ち止まり、読み取りを深める

場面が少ないという問題点があった。動作化や音読についても、一つの場面をとらまえてじっくりク

ラス全体で確認する場面がもう少し必要であったと考える。今回、ふだんなかなか言語活動に入りに

くい児童にも意欲的に取り組めるようにと考えて仕組んだえっちゃんカードによるえっちゃん見つけ

の活動であったが、かえって読み取りの学習からそれてしまうという課題が出てきた。言語活動はあ

くまでも手段であり目的であってはいけないという大切な点から、言語活動の仕組み方について改め

て考えさせられた。

【【【【学校図書館機能学校図書館機能学校図書館機能学校図書館機能をををを生生生生かしてかしてかしてかして】】】】

今回は、第一次に支援員さんからブックトークをしていただいた。これは、えっちゃんシリーズを

始めとしたあまんきみこの作品の紹介と、いろいろな短編作品が入った本のおもしろさを知らせると

いうねらいから行った。支援員さんが教室に来て下さってブックトークをして下さるのは子どもたち

にとって初めての経験であり、とても楽しんでいた。そして、そのあとの並行読書への動機付けにな

っただけではなく、互いにブックトークのことを思い出しながら読むことで、読書経験を共有する楽

しさを味わっていた。

また、第三次で自分のおすすめの本を紹介する時にも、ブックトークをイメージして本のおすすめ

のところを紹介したり、一節を音読して見せたりと紹介の仕方を工夫している子もいて、表現の仕方

も学べた。

並行読書については、児童が並行読書を初めて経験するとい

うことで本単元では、まずは並行読書に慣れさせることをねら

いとして、学習に並行して関連する本を読む、そしてそこで見

つけたことを読書記録として残すということを主な活動として

位置づけた。子どもたちは、読書記録をたくさん貯めるという

ことを楽しみに意欲的に読書を進めていった。

説明文教材と比べて、並行読書によって学んだことを自ら読

みに生かしていくということは難しかった。しかし読書記録で

は、えっちゃんの口ぐせや、友達やお母さんとの関係などにつ

いて教材との関連性を見つける姿が見られた。それを教師が把

握し、授業の導入時や、読解の活動の時などに「えっちゃんニュース」としてクラス全体で知らせる

ことにより、えっちゃんの人物像や背景などの読み取りや、イメージをふくらませることへの大きな

手助けとなった。

えっちゃんシリーズは作品数が限られているが、その分並行読書の過程においても、第三次のおす

すめの本紹介の時においても「あー、その本読んだ。」「それ、ここがおもしろいよね」というような

会話がよく聞かれた。自分の読んだことがない本の紹介を楽しみに聞きあえたのはもちろんであるが、

自分が読んだことがある本についての紹介を聞いた時も、自分の読みと比べて共感したり、自分と違

うところに着目して感想を述べたりといつもの読書紹介とは違った視点で臨むことができた。

ただその一方で、並行読書で読み取ったことを、教材のよ

り深い読み取りに生かすという点については不十分なところ

があった。この教材の学習に並行読書を取り入れることが適

切かどうかも含めて、低学年の物語文についての並行読書の

あり方について検討していく必要があると考える。


